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１．組織
所　長　坂東眞理子　　生活機構研究科
副所長　掛川　典子　　生活機構研究科
所　員　上野　和子　　文化創造学科
　　　　太田　鈴子　　文学研究科
　　　　尾﨑　保子　　総合教育センター
　　　　岸田　依子　　文学研究科
　　　　志摩　園子　　生活機構研究科
　　　　森　ます美　　生活機構研究科
　　　　飛田　史和　　現代教養学科
　　　　小川　　浩　　文学研究科
　　　　木村　修一　　生活機構研究科
　　　　島田　淳子　　生活機構研究科
　　　　瀧澤　正彦　　文学研究科
　　　　伊藤　　純　　生活機構研究科
　　　　粕谷美砂子　　現代教養学科
　　　　胡　　秀敏　　日本語日本文学科
　　　　島﨑　里子　　英語コミュニケーション学科
　　　　松野　隆則　　生活機構研究科
　　　　今井　美樹　　初等教育学科
２．定例研究会
2010年 6 月29日
  「アカデミアにおける男女共同参画推進－東
京大学の場合」
  都河明子（東京大学男女共同参画室アドバ
イザー，前東京大学教授）
2010年 7 月12日
  「現代中国における女性の就業問題－出稼ぎ
労働者を中心に」
  小原江里香（津田塾大学学芸学部国際関係
学科助教）
2010年11月16日
 「八重と律－子規の凶徳」
 大島富朗（日本語日本文学科教授）
2011年 1 月28日
  「科学する女性たちへ―先輩からのメッセー
ジ」
  木村修一（生活機構研究科特任教授）
  島田淳子（生活機構研究科特任教授）
2011年 2 月24日
 研究員・特別研究員研究報告会
昭和女子大学
女性文化研究所彙報
（平成22年度）
 「ろう・難聴女性のエンパワメント」
 吉田仁美
 「生田長江の創作―戯曲を中心に―」
 中田親子
３．公開講座
第21回女性学公開講座を下記の通り実施した。
 日時：2010年10月28日　16:30～18:30 
 場所： 昭和女子大学　学園本部館 3 階　
大・中会議室
 テーマ ：社会へ羽ばたくあなたたちへ　女性
リーダーたちの応援メッセージ 
キャリアビジョンをまず描こう !!  Ⅴ
 基調講演： 蟹瀬令子（レナ・ジャポン・インス
ティチュート株式会社代表取締役）
 テーマ 別分科会：「リーダーシップ 111」
キャリアサポート委員会
４．昭和女子大学女性文化研究賞・奨励賞
第 2 回（2009年度）「昭和女子大学女性文化研究
賞」および「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」
（坂東眞理子基金）を下記の通り顕彰した。
 発　表：2010年 5 月 1 日
 贈呈式：2010年 5 月25日
５．文献・資料収集
　本学図書館の「女性文庫」の2010年12月末現
在における所蔵冊数は、和図書 12,731冊、洋図
書 4,218 冊、雑誌（和洋）312 タイトルである。
2010年度に購入したコレクションには、和図書
は、『日本女性差別事件資料集成 4.』（すいれん
舎）『時代が求めた「女性像」：大正・戦中・戦
後にみる「女の一生」』（ゆまに書房）、『遊女評
判記』（八木書店）、 洋図書は A magazine of her 
own? : domesticity and desire in the woman's 
magazine, 1800-1914.（Routledge）などがある。
　当研究所に直接送られてきた寄贈図書・定期
刊行物も多数あり、多くの方々の利用に供する
ため、漸次「女性文庫」に移管している。
６．刊行物
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